
 

 

野
洲
市
で
は
、
各
自
治
会
が
自
主
防
災

組
織
を
つ
く
り
、
防
災
問
題
を
自
ら
の
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

本
来
、
市
民
の
防
災
は
、
市
の
中
心
的

な
仕
事
の
一
つ
で
す
。
市
民
は
自
主
的
に

協
力
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
が
、
せ
っ
か
く

の
公
有
地
を
避
難
所
と
し
て
継
続
的
に

活
用
し
て
ほ
し
い
と
い
う
、
地
域
の
要
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 市は、栄地域の第二保育園跡地の民間への売却を検

討しています。同園は、栄住民の一時避難施設であり

住民・関係者は、一時避難所としての機能を残すこと

を強く求めています。日本共産党は、みなさんの願い

を市政に反映させるため、全力でがんばります 

望
は
、
当
然
の
願
い
で
す
。
自
主
防
災
の

関
係
者
が
求
め
て
い
る
、
災
害
時
の
必
要

な
活
動
拠
点
の
確
保
は
、
本
来
、
市
が
責

任
を
も
つ
べ
き
で
す
。 

 

今
回
の
問
題
の
根
本
に
は
、
市
が
防
災

に
責
任
を
も
つ
の
か
、
ど
う
か
が
問
わ
れ

ま
す
。
合
わ
せ
て
公
有
地
の
有
効
活
用
に

も
か
か
わ
る
問
題
で
す
。 

 

野
洲
市
は
、
第
二
保
育
園
は
、
目
的
・
利

用
が
な
く
な
り
、
不
要
財
産
で
あ
り
、
売

却
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
地
域
住
民
が
求
め
て
い
る
の

は
、
災
害
時
の
避
難
場
所
で
あ
り
、
十
分
に

公
的
な
役
割
で
す
。 

 

栄
地
域
は
、
四
方
を
鉄
道
、
河
川
、
主
要

道
路
に
囲
ま
れ
た
う
え
、
住
宅
が
密
集
し

て
い
ま
す
。
第
二
保
育
園
跡
地
は
、
地
域
の

中
心
部
に
あ
り
、
適
切
な
広
さ
が
あ
り
、

地
理
的
に
も
最
良
で
す
。 

 

自
治
会
の
要
望
に
、
市
は
、
自
治
会
や
住

民
に
、
買
い
上
げ
や
借
地
化
を
求
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
防
災
の
仕
事
を
住
民
に
押
し

付
け
る
と
ん
で
も
な
い
本
末
転
倒
で
す
。 

 

日
本
共
産
党
の
女
性
市
議
は
、
地
域
の
防

災
問
題
を
繰
り
返
し
、
取
り
上
げ
て
き
ま
し

た
。 

 

３
月
の
市
議
会
で
は
、
地
域
の
要
望
も
紹

介
し
、
第
二
保
育
園
跡
地
を
防
災
公
園
と

し
て
、
整
備
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

市
は
、
具
体
的
な
回
答
は
な
く
、

（
売
却
の
市
の
方
針
を
）
住
民
に
理

解
を
求
め
る
と
開
き
直
り
ま
し

た
。
防
災
公
園
整
備
は
市
街
地
で

は
、
他
市
で
整
備
が
す
す
ん
で
お

り
、
現
実
的
な
対
案
で
す
。 


